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１．ゲーテの母との交流
1806 年、ベッティーナ・ブレンターノ（結婚後フォン・アルニム）
（1785-1859）はギュンデローデ（1780-1806）から絶交された数週間後、
祖母ゾフィー・フォン・ラ・ロッシュ（1731-1807）が住むオッフェンバ
ッハの家（グリレンヒュッテ）の屋根裏部屋でゲーテ（1749-1832）の手
紙の束を発見する。それらは30年前に若き日のゲーテが祖母に宛てたもの
であった。ベッティーナは以前祖母とメーン伯母との会話の中で初めてゲ
ーテの名前を耳にしたのだったが、今や大詩人となっていたゲーテの手紙
を目の当たりにして胸の高鳴りを抑えることができなかった。それらには
母マクシミリアーネ（マクセ）に対するゲーテの賛辞が書き連ねられてい
たのである。幼くして母を亡くしたベッティーナには母の思い出はほとん
ど残っていなかったが、そこにはゲーテが思いを寄せる若き日の母の姿が
あった。ベッティーナは夢中で43通の手紙を写し取った。ゲーテと自分の
家族とのつながりを思いがけず知るに至ったベッティーナは、はやる気持
ちを抑えがたく、数週間後には妹メリーネと二人でゲーテの母をいきなり
訪ねていく。
帝国自由都市フランクフルトの枢密顧問官夫人だったゲーテの母カタリ
ーナ・エリーザベト・ゲーテ（1731-1808）は、10年前に息子がヴァイマ
ルへ去った後もフランクフルトに残り、当時は75歳でロスマルクト（馬市
場）に面した借家に住んでいた。彼女はフランクフルト訛りの言葉を話す
飾らない人柄で、フランクフルトの市民たちから愛情を込めて「アーヤ夫
人」と呼ばれていた。アーヤ夫人は心が温かく、機知に富み、物事の核心
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を突く物言いでも知られていた。
突然の訪問にもかかわらずベッティーナとメリーネはこの上なく温かく
迎えられ、ベッティーナとの交流はアーヤ夫人が亡くなる 1808年９月 13
日まで続くことになる。
アーヤ夫人と初対面を果たしたばかりのベッティーナは、ギュンデロー
デに宛てた６月末の最後の手紙で当て付けがましくこう書いている。
私はあなたの代わりにゲーテ枢密顧問官夫人を友人に選びました。1
ベッティーナはギュンデローデに代わって自分を丸ごと受け入れ解放し
てくれる存在を必要としていた。フランクフルトの窮屈で息が詰まるよう
な実家から逃れるように、ベッティーナは足繁くゲーテの母の許を訪ねる
ようになる。
肘掛け椅子にゆったりとすわったアーヤ夫人は思い付くままに息子の思
い出話を語った。ベッティーナはその足元の足載せ台にちょこんと腰かけ、
胸をときめかせながら話に聴き入った。ベッティーナは21歳だったが、実
年齢よりはるかに幼く見えた。そのため彼女は安んじて子どもの役割に浸
ることができた。母の愛情を知らずに育ったベッティーナにとってゲーテ
の母は本当の母とも頼る存在となり、二人の間には親密な関係が築き上げ
られていく。アーヤ夫人にとってもベッティーナは老いの生活に明るさと
張り合いをもたらす存在となる。出会いから１年後の1807年５月19日に
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1 Fritz Bttger: Bettina von Arnim. Ein Leben zwischen Tag und Traum.（以下、Bttger),
Berlin（Ost）（Verlag der Nation Berlin）1986, S.64 und Bettine von Arnim: Aus meinem Leben,
zusammengestellt und kommentiert von Dieter Khn, Frankfurt am Main（Insel Verlag）1982,
S.116
アーヤ夫人が、すぐまた訪ねてくるようにとベッティーナに宛てて書いた
手紙には「おまえの本当の友人　エリーザベタ・ゲーテ」2という署名がな
されている。彼女もベッティーナを「かわいいかわいい娘」3と呼び、「お
まえを心から愛している母ゲーテ」4と署名し、「これから先は私を私にと
ってとても価値のあるお母さんという名前でお呼びなさい —— それにおま
えは息子にほんとうに、まったく引けを取らない。 —— 私の息子はおまえ
の心の底からの友情を誇りに思うはずよ。」5とも書いている。
アーヤ夫人はベッティーナの本質を見抜いている。ベッティーナと自分
自身に相通じる気質として、人生を肯定する楽天主義者であること、因習
に囚われず、物怖じせず、独自のものの見方をすることなどを指摘してい
る。また、ベッティーナが奇妙で常軌を逸した言動や振舞いのために家族
から疎まれ、孤立し孤独であること、想像力によって話を面白おかしく誇
張する傾向がともすると虚言癖につながることも理解していた。息子の妻
クリスティアーネに宛てた手紙にはこう書いている。
あの娘にはここでは本来の意味で私以外には誰もいません。日が昇ると
毎日あの娘は私のところにやって来ます。それがあの娘のほとんど唯一
の喜びなのです。6
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2 Hermut Hirsch: Bettine von Arnim（以下、Hirsch), Reinbeck bei   Hamburg（Rowohlt
Taschenbuch Verlag）1987, S.41
3 Am 13. Juni 1807, ibid. S.41
4 Ibid. S.41
5 Ibid. S.41 und Bttger, S.66
6 Michaela Diers: Bettine von Arnim（以下、Diers), Mnchen（Deutscher Taschenbuch Verlag）
2010, S.89
ベッティーナは祖母の体験を読み物に仕立て上げたいとの思いもあった
が、1807年２月 18日に祖母を亡くした今は、ゲーテの母の口からばらば
らに語られる息子の思い出話を一つの読み物へまとめ上げたいとの思いを
強めていく。そして彼女が書き留めたものがゲーテの『詩と真実』の成立
にも一役買うことになる。
話を書き留めながらベッティーナの心の中に彼女独自のゲーテ像が出来
上っていく。それは1807年の現実のゲーテではなく、『若きヴェルターの
悩み』を書いたころの若々しい、活力にあふれた天才詩人としてのゲーテ
像であり、ベッティーナはことによっては自分がゲーテの娘であったかも
しれないと思い、想像を膨らませていく。
２．ゲーテとの出会い
1805年夏、ベッティーナの 18歳の妹ルールが銀行家カール・ヨルディ
スと結婚する。ヨルディスは芸術を解さない俗物だったが、激動のナポレ
オン支配の時代に成功を収め、拠点をフランクフルトからカッセルに移す。
彼は当地でヴェストファーレンの王ジェロームの宮廷銀行家として重用さ
れるに至る。ルールは素直で明るく社交的で、周りの者たちに気に入られ
ていた。結婚を俗物的な因習として軽蔑していたベッティーナにも、結婚
への圧力が強まっていった。ベッティーナは居心地の悪さを感じ、機会を
見つけてはフランクフルトの実家を離れ、あちらこちらの土地へ行ったり
来たりする生活をしていた。
1807年２月には前年に引き続きルールの誘いを受けて、妹夫妻とともに
カッセルへ向かう。今回は比較的長い滞在だったが、ベッティーナは数ヶ
月前からゲーテのことで頭がいっぱいで、ゲーテと個人的に知り合いたい
との思いが止みがたくなっていた。
ヨルディスはベッティーナをベルリンへの商用旅行に同行させることを
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思い付く。男装して夫について来るようにルールを説得できたら、その褒
美としてカッセルへの帰路にゲーテが住むヴァイマルに立ち寄ろうという
のだった。これにルールも同意し、二人は男装して旅行に参加することに
なる。イェーナ＝アウエルシュテットでの敗北以降、ナポレオン軍に占領
されていた北ドイツは治安に問題があったため、若い女性が旅行するには
男装が推奨されたのである。
1807年４月 23日昼、一行はヴァイマルに到着する。ベッティーナはゲ
ーテが自分を受け入れてくれるか不安だったので、ヴィーラントを訪ね紹
介状を書いてもらう。作家ヴィーラント（1733-1813）はベッティーナの
祖母ゾフィー・フォン・ラ・ロッシュのかつての婚約者であり、ベッティ
ーナの若くして亡くなった腹違いの姉ゾフィーが身のまわりの世話をした
人物でもあった。午後４時頃、いよいよゲーテ宅を訪問する。
ゲーテはベッティーナの訪問を心から歓迎し、自分の部屋に通し、二人
は夜になるまで思い付くままさまざまな話題についておしゃべりをした。
ベッティーナがゲーテの伝記を書くつもりだと語ると、ゲーテはそれを喜
び、本心から激励した。別れ際にはベッティーナの指に指輪を嵌め、伝記
のことをくれぐれもよろしくと念を押した。ベッティーナはゲーテの「伝
記」7は無理でも、「彼の人生の芳香」8だけでも何とか捉え、永遠の記念に
したいと思った。『ゲーテとある子どもの往復書簡集』（1835年）に書かれ
ている有名な場面、すなわち、ベッティーナがゲーテの膝に座り胸にもた
れて眠り込んだというのは、実話なのかベッティーナによる虚構なのか判
断ができない。1807年４月23日のゲーテの日記には「ブレンターノ嬢」9と
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7 An Clemens Brentano, Datum unklar, Bttger, S.71
8 Ibid. S.71
しか記されていない。
ベッティーナのゲーテ訪問は周りにさまざまな波紋を投げかけていく。
この初対面の直後にベッティーナの熱狂的な言葉を引用した母の手紙を受
け取ったゲーテは、妻クリスティアーネに宛てた手紙には否定的な内容を
書いた。前年10月に結婚したばかりのクリスティアーネは複雑な思いを抱
きながらも、ゲーテの母にはベッティーナ来訪をきわめて好意的に報告し
ている。ゲーテの母の言葉に意を強くしたベッティーナは、６月15日にゲ
ーテに思い切って手紙を書こうと決意する。評伝作家ディアースによれば、
1807年から11年までにゲーテ宛のベッティーナの書簡は41通。ゲーテの
返信は短いものばかりで、秘書が書いたものも含めて17通が確認されてい
る。10
ベッティーナの書き方はいささか常軌を逸したものだった。22歳の成熟
した女性が偉大な詩人にしてヴァイマル公国の要職にあったゲーテに宛て
て礼儀をわきまえて恭しく書くのではなく、子どもがまるで偶像アイドルに対して
するように、ひたすら愛の告白をするのだった。
それに私はこの気持ちに我が身を捧げることを躊躇してはいけないので
す。というのも私はそれを自分の心の中にしまっておくような女ではな
かったからです。もし私が突然まさにこの今の会話からあなたの足元に
運ばれているとしたら、それはつまり私の意志ではないでしょうか？
そうしたら私は地べたにすわり、頭をあなたの膝に乗せるか、あなたの
手を私の口に押し当てるか、あるいは立ったまま、しっかりとあなたの
首に抱き付き、たっぷり時間をかけ、私が留まる場所を見つけるのです。
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9 Ibid. S.72
10 Diers, S.133
それから私の唇が気の向くままに、私はおしゃべりを始めるのです。11
アーヤ夫人はベッティーナの過熱ぶりに不安になり、1807年９月８日の
息子宛の手紙で、ベッティーナの手紙をまともに受け取らず、適当にやり
過ごすように助言している。ベッティーナはこれに不満の意を示す手紙を
ゲーテに送っている。
この年に出されたベッティーナの最初の３通の手紙にゲーテは返事を書
かなかった。ゲーテはかつて好意を寄せたマクセの面影をベッティーナに
重ね合わせ、心が華やいだに違いないが、立場上何よりも体面を重んじた
58歳のゲーテは若く情熱的なベッティーナの攻勢を軽く受け流す素振りを
見せることにしたのだろう。
３．二度目のゲーテ訪問
ベッティーナの姉グンダもゲーテと知り合いたいとの思いで夫サヴィニ
ーを説得し、ウィーンからカッセルへの帰途ヴァイマルに立ち寄ることに
する。ゲーテとの個人的なつながりをもっと強固なものにしたいと考えて
いたベッティーナは、それを受けヴァイマルでの一家の集結を計画する。
1807年 11月１日にベッティーナと妹のメリーネが到着すると、翌日にサ
ヴィニー夫妻、８日に兄クレーメンス、その友人アルニム、作曲家ライヒ
ャルトの一行がギービッヒェンシュタインから合流する。ベッティーナ一
行は10日間にわたりゲーテから下へも置かぬ歓待を受ける。その喧騒の中、
11月４日、食後にゲーテと二人きりで図書館を訪れたベッティーナは、ゲ
ーテの胸像にいきなり跳び乗り接吻した。そのときの様子を1808年初めの
ゲーテ宛書簡で次のように書いている。
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11 Hirsch, S.42
図書館で私はどうしても我慢できず、あなたの若い胸像に跳び乗り、ま
るで若い小夜啼鳥ナ イ チ ン ゲ ー ルのようにそれで嘴を研がずにいられなかったのです。
あなた　大きな豊かな流れ……12
ますます熱を上げていくベッティーナに対して、ゲーテは表向きは控え
目な態度を崩さなかった。ただゲーテはベッティーナを厄介者扱いしたわ
けではない。この年のクリスマス前にゲーテがベッティーナのために作っ
た２編のソネットにはベッティーナからの愛の言葉がそのまま引用されて
いる。これらは1815年に出版された。13ゲーテはこのような形でベッティ
ーナへの感謝の気持ちを表したのだろう。
11月 10日、ベッティーナ一行は３台の馬車に分乗してカッセルへ向け
てヴァイマルを後にする。
ベッティーナはこの滞在でゲーテに受け入れられたとの自信を深めた。
1807年12月初めのゲーテ宛ベッティーナ書簡では親称の duが使われてい
るが、ベッティーナからゲーテ一家に届けられたクリスマスプレゼントに
対するゲーテ自筆の礼状には依然として敬称の Sieが使われている。それ
でもゲーテは、近いうちにまた訪ねてくるようにと優しい言葉をかけ、
「さようならア デ ュ ー 、私の行儀のよい子ども」14と手紙を結んでいる。また1808年
２月24日付けの手紙では「親愛なる小さな友人」15と呼びかけている。そ
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12 Anfang Januar 1808, Bttger, S.76
13 Vgl. ibid. S.76 und Diers, S.134
14 Am 9. Januar 1808, Hirsch, S.43
15 Ibid. S.43
の後ゲーテはハイデルベルク大学へ旅行する息子アウグストをブレンター
ノ一家の許に泊めてやってほしいと頼み、後にそれに対する礼状を出して
いる。そして秘書に口述筆記させた５月４日の手紙では、滞在先のカール
スバートに手紙をくれるようにと書き、６月22日に現地から出された手紙
（口述筆記）には「優秀な小さな友人」16との言葉が見える。ベッティーナ
に対する親愛の情は徐々に表に現れるようになる。そして 1809年２月 22
日にヴァイマルから出されたゲーテ自筆の手紙で、ベッティーナに対する
呼称が Sieから duに変わる。ところがゲーテはその手紙の中で、自分との
関係を友情の範囲に留めてほしいとの思いを吐露している。前年に母が亡
くなった以上、ベッティーナとの関係を一旦解消しようと考えたのである。
それに対してゲーテへの思いが募る一方のベッティーナはこう書いている。
諦めてやりたいこともやらない人は、生きているというより死んでいる
ことを証明しているようなものです。私はでも死んではいません。私は
しっかりした強い意志を持っています、永遠に —— それであなたは何の
文句があるのですか？ ——あなたを愛することに。17
ゲーテはベッティーナの気持ちを受け止め、その年の９月11日にイェー
ナから自筆でこう書き送っている。
おまえの手紙は私にたくさんの喜びをもたらす。私のことを考え続け、
これからもおまえのおかしな生活の一端を教えておくれ。18
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16 Ibid. S.43
17 Am 8. Mrz 1808, ibid. S.44
そのわずか４日後にゲーテはベッティーナからデューラーの絵の複製を
贈られ、さらに11月３日にはベッティーナを描いたルートヴィヒ・エーミ
ール・グリム作の銅版画も受け取る。ゲーテはこれらの贈り物を喜んだが、
アルニムから献呈された短編小説集『冬の庭』を胸に抱くベッティーナの
肖像を見て、その本をうらやましく思った。
４．テープリッツでの邂逅
ゲーテは1810年のカールスバートへの旅行にもベッティーナの手紙を携
行している。しかしベッティーナはゲーテと直接会いたいと考え、サヴィ
ニー一家とともにボヘミアを目指す。８月10日夕刻にテープリッツで再会
を果たしたベッティーナは、翌日もゲーテと過ごしている。ゲーテの日記
には素っ気なくこう記されている。
ベッティーネと公園を散歩。ギュンデローデ嬢と彼女の関係やら、この
注目すべき少女の性格や死についての長々とした話。 —— サヴィニー夫
妻、ベッティーネ、ツェルター。小鳥を飼っている話。別れ。19
ベッティーナはこの滞在時ゲーテと過ごした様子を 25年後に書いてい
る。それが1964年にベッティーナの遺稿から発見されたものであり、『ゲ
ーテとある子どもの往復書簡集』に載せるために書かれた草稿である。４
つの版があるが、20ここでは最初の版の冒頭部を紹介しよう。
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18 Ibid. S.45
19 Bettine von Arnim: Aus meinem Leben. Ein Lesebuch von Dieter Khn（以下、Aus meinem
Leben), Frankfurt am Main(Fischer Taschenbuch Verlag）2009, S.262
20 Ibid. S.262. 1964年発行のDas Jahrbuch des Freien Deutschen Hochstifts に掲載された。
テープリッツの暑い８月の夕暮れのことでした。彼〔ゲーテ〕は開け
放した窓辺にすわり、私は彼の前に立ち、彼の首に抱き付いていました。
そして私の眼差しは、まるで矢のように彼の目に刺さり、その中に貼り
付き、ますます深く入り込んでいきました。ひょっとすると、彼はそれ
以上我慢できなくなったのでしょう。暑くはないか、涼しい風に当たり
たくないかと私に尋ねました。私がうなずくと、彼はこう言いました。
「胸を開きなさい、夕風が当たるように。」すると私が赤くなったのに何
も答えずにいるのを見て、彼は私の服の前を開きました。彼は私を見つ
め、言いました。「夕焼けがおまえの頬に焼き付いたよ。」それから彼は
私の胸に接吻し、その上に彼の額を埋めました。「不思議はありません
わ」と私は言いました、「私の太陽が私自身の胸に沈んでいくのですも
の。」彼は私を見つめました、長く、それから二人とも無言になりまし
た。——
彼は訊きました。「まだ誰もおまえの胸に触った者はいないのかい？」
「ええ」と私は言いました、「あなたが私に触っていることが、私自身に
もとても変な感じですわ。」——
それから彼は私の首に何度も何度も激しく接吻しました。私は不安に
なり、放してくださいと言いましたが、彼はとにかく美しかったので、
私は不安に思いながらも微笑まずにはいられず、それでも我が身に起き
ていることが嬉しくてたまりませんでした。21（〔　〕は筆者）
評伝作家であるキューンは、この場面はおそらく事実に基づいているだ
ろうと述べ、22もう一人の評伝作家ヒルシュも、ベッティーナが書いている
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ようなことはあったのかもしれないとしている。23
テープリッツでの２日間の対面の後にゲーテが出した手紙には、ベッテ
ィーナへの熱い思いが詩的に表出されている。ベッティーナの手紙はいつ
も最新のものが最も興味深いので、遠くからでもどんどん書くようにとの
内容で、「最愛のベッティーネ」24と呼びかけている。二人の関係は1810年
に頂点に達している。因みにこの年の６月にベッティーナはウィーンでベ
ートーヴェンと知り合い、ゲーテとベートーヴェンとの仲介に乗り出して
いる。25
1810年秋、ゲーテは計画中の自叙伝への協力をベッティーナに求めてい
る。ベッティーナから長文の返事が届く。そこにはゲーテの母の産褥の様
子が詳細に記されていた。ゲーテはたまらずその先を催促する。その後も
ゲーテの関心をさらに強めるような思い出話が伝えられるが、それと同時
にまもなくアルニムと婚約することが突然告げられる。
ゲーテは唖然とし何か裏切られたような思いもしただろうが、ベッティ
ーナの求愛に辟易もしていたゲーテには内心ほっとするところもあっただ
ろう。ベッティーナへのゲーテの愛は急激にしぼんでいく。かつては高く
評価していたロマン派の若い詩人たちの動きも、今ではいとわしいものに
なっていた。だがゲーテはベッティーナを必要としていた。自叙伝を書く
にあたって、自分の幼少期を知る者は今やベッティーナしかいなかったか
らである。ゲーテはこのように書いている。
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23 Hirsch, S.54 und Ingeborg Drewitz: Bettine von Arnim,  Romantik---Revolution---Utopie,
Dsseldorf/Kln（（Eugen Diederichs Verlag）1969, S.82
24 Am 25. Oktober 1810, Hirsch, S.46
25 拙稿：べッティーナ・フォン・アルニムとベートーヴェン。東北薬科大学「一般教育
関係論集」29（2016）29-44頁参照。
今やおまえはかけがえのない母と素敵な時間を生き、母のおとぎ話や逸
話を繰り返し聴き、生き生きと精彩を与える記憶にすべてを留め持ち歩
いている。だからすぐに机に向かい、私と私の家族に関わりのあること
を書き留めておくれ。26
ベッティーナが書き送った記述は『詩と真実』第一部にそのまま採録さ
れることも多く、ベッティーナが自身をゲーテの霊感の泉だと受け取っ
ていたことも、理由のないことではなかった。
1811年３月 11日の結婚のちょうど２か月後、ベッティーナから夏に
訪ねていくつもりだとの手紙が届く。
５．ヴァイマルでのスキャンダルとその後
新婚のアルニム夫妻は1811年８月25日にヴァイマルに到着し、逗留を
始める。このときもゲーテから歓迎を受け、ゲーテの家で度々食事を共に
している。８月28日のゲーテ62回目の誕生日にも外部からの唯一の客と
して招待された。ところがベッティーナに妊娠の兆候が現れたため、滞在
が予定より長引くことになる。ゲーテ一家にもいら立ちが募っていった。
その間もベッティーナはゲーテの母の思い出話やティークとの交流につい
てゲーテに話していた。そして事件が起こる。
９月13日の午後、絵画の展覧会でのことだった。ある作品にベッティー
ナがケチを付け始めたとき、クリスティアーネはとうとう我慢の限界に達
した。それはゲーテお気に入りのマイヤーの絵だったからである。クリス
ティアーネはベッティーナと口論となり、ベッティーナの鼻先から眼鏡を
払い落とすと、我が家の敷居を二度と跨がせないと宣言したのである。ア
− 97 −
ベッティーナ・フォン・アルニムとゲーテ
26 Diers, S.134
ルニムとの結婚後もゲーテへの求愛をやめないベッティーナに対する憤り
がここで爆発したのである。その顔色と体型からクリスティアーネを「気
の触れたサラミソーセージ」27とベッティーナが揶揄し、一矢報いたことで、
この事件はヴァイマル中を騒がす一大スキャンダルとなった。ゲーテも悩
んだ末、妻の側に立ち、アルニム夫妻と絶交するに至る。ゲーテとの関係
を修復しようというベッティーナの働きかけはことごとく失敗に終わる。
翌年、アルニム夫妻とゲーテはテープリッツで偶然顔を合わせたが、ゲー
テは夫妻を完全に無視した。
1816年にクリスティアーネが亡くなった後も、ゲーテの頑なな態度は変
わらなかった。1817年７月初め、夫アルニムがカールスバートへの湯治旅
行を計画したとき、現地でゲーテに会えるかもしれないと考えたベッティ
ーナは、７月28日の手紙でゲーテへの働きかけを再開し、８月18日の手
紙を次のように締めくくっている。
〔……〕このようにあなたの褥しとねは私の心の中に整えられています。これ
をすげなく拒まないでください。28
これらの手紙にも返事はなかった。それでも1824年にベッティーナがヴ
ァイマルにゲーテを訪ね、自ら設計したゲーテ記念像の見本を披露してか
ら、ゲーテの態度も軟化し始める。1826年夏のヴァイマル訪問の際は関係
回復も順調に進むかと思われた。だが、このときもベッティーナの口が災
いした。息子の妻オッティーリエについてベッティーナが語った陰口がゲ
ーテの耳に入り、不機嫌となったゲーテからベッティーナはまたしても、
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28 Bttger, S.157
そして今回は決定的に締め出しを食ったのである。ベッティーナがどんな
に謝罪を試みようと、効き目はなかった。ゲーテはカール・アウグスト公
にこう語ったという。
この厄介なアブは私の善良な母の置き土産として私にはもう長年にわた
ってとても不快になっています。もしかするとそれも若い頃にはお似合
いだったのかもしれませんが、あれは相も変わらず同じ歌を繰り返すば
かりで、小夜啼鳥ナ イ チ ン ゲ ー ルについて語り、マヒワのようにうるさくさえずるので
す。29
ゲーテは1832年３月22日に死去する。ベッティーナと生前のゲーテと
の関わりはここまでだが、ベッティーナがゲーテの死後の1835年に発表し
た『ゲーテとある子どもの往復書簡集』が大評判を取るとともに、その内
容が物議をかもすこととなる。これについては稿を改めて紹介するとしよ
う。
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